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（表紙）旧制松江高等学校の天体望遠鏡
株式会社 五藤光学研究所 製

1939（昭和 14）年 製作
　６インチ（15cm）屈折式・据付型赤道儀重錘式運転時計付。
五藤光学研究所製の同型としては４号機になる。1939（昭和
14）年、島根大学前身校の旧制松江高等学校が購入し、戦後、
島根大学に引き継がれた。1962（昭和 37）年頃に現総合理工
学部２号館屋上の天文台に再設置され、本学の天文教育や学
生サークル現天文部による天文観測を担ってきた。
　2014 年頃から役割を終えて使用されていなかったため、
2026 年３月 17 日、　生物資源科学部３号館内の総合博物館ア
シカル展示室に移設された。



序　文

　平成 30 年６月に開館した島根大学総合博物館は、令和８年６月で８周年を迎えました。この間、
令和２年から始まった新型コロナウィルス感染症の世界的な大流行は、臨時休館や様々な催しの延
期など、当館においても厳しい対応を余儀なくされました。こうした長い臥薪嘗胆の時期を経て、
令和５年５月から新型コロナウィルス感染症の感染症法上の位置づけが、「２類相当」から「５類」
に移行され、本学においてもようやく通常の教育研究をはじめとした諸活動が実施できる環境とな
りました。
　令和５年度は、企画展、様々な普及啓発活動、学芸員養成課程授業および全学基礎教育科目授業
の開講と併行して、校舎新築に伴う松江キャンパス２か所における埋蔵文化財発掘調査を実施しま
した。令和６・７年度も複数の企画展や普及啓発活動を開催し、本館・分館とも入館者数をほぼコ
ロナ禍前の水準ないしそれ以上まで回復・増加させることができました。専任教員１名・特定職員
１名という限られた体制のなかでは、活動しうる量・内容に物理的、体力的な限界がありますが、
学内外の教員・関係者の皆様の協力も得ながら諸活動を推進できたと思います。
　今後とも学内外の関係諸機関との一層の連携をはかった活動を推進し、「人とともに、地域とと
もに」をキャッチフレーズにした島根大学の具体的実現を目指していく所存です。最後になりまし
たが、当館の様々な取組においては、日頃より各方面から多大な御協力、御支援を賜りました。こ
こに厚くお礼申し上げます。

　　　令和８年６月　　　　
島根大学研究・学術情報本部 総合博物館 館長　會下和宏
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